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【手続補正書】
【提出日】令和1年11月26日(2019.11.26)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　二本鎖構造を含む核酸分子であって、
　前記核酸分子はヒトＮｏｔｃｈ１遺伝子の翻訳後サイレンシングを起こすことが可能で
あり、
　前記二本鎖構造は、第一の鎖および第二の鎖により形成され、
　前記の第一の鎖は、連続したヌクレオチドの第一のストレッチを含み、ここで、前記連
続したヌクレオチドの第一のストレッチのみがヒトＮｏｔｃｈ１遺伝子をコードするｍＲ
ＮＡに相補であり、前記の第二の鎖は、連続したヌクレオチドの第二のストレッチを含み
、
　前記連続したヌクレオチドの第一のストレッチは、
(a)　　ヌクレオチド配列5’　ACGAGCUGGACCACUGGUC　3’　(配列番号１)または
(b)　　ヌクレオチド配列5’　CGAGCUGGACCACUGGU　3’　(配列番号8)
からなる、
核酸分子。
【請求項２】
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　請求項１に記載の核酸分子であって、
　前記連続したヌクレオチドの第二のストレッチは、前記連続したヌクレオチドの第一の
ストレッチの一部と少なくとも部分的に相補である、
核酸分子。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の核酸分子であって、
　前記連続したヌクレオチドの第一のストレッチは、１９～２５ヌクレオチドを含む、お
よび／または
　前記連続したヌクレオチドの第二のストレッチは、１３～２９ヌクレオチドを含む、
核酸分子。
【請求項４】
　請求項３に記載の核酸分子であって、
　前記連続したヌクレオチドの第一のストレッチは、１９～２３ヌクレオチドを含む、お
よび／または
　前記連続したヌクレオチドの第二のストレッチは、１７～２５または１９～２５ヌクレ
オチドを含む、
核酸分子。
【請求項５】
　請求項４に記載の核酸分子であって、
　前記連続したヌクレオチドの第二のストレッチは、１９～２３ヌクレオチドを含む、
核酸分子。
【請求項６】
　請求項１から５のいずれか１項に記載の核酸分子であって、
　前記核酸分子は、少なくとも一方の末端が平滑末端化されているか、または
　前記核酸分子は、少なくとも一方の末端が突出している、
核酸分子。
【請求項７】
　請求項１から６のいずれか１項に記載の核酸分子であって、
　前記第一の鎖は、
(i)　　ヌクレオチド配列5’　ACGAGCUGGACCACUGGUCdTdT　3’　(配列番号4)または
(ii)　　ヌクレオチド配列5’　CGAGCUGGACCACUGGUdTdT　3’　(配列番号10)
を含む、
核酸分子。
【請求項８】
　請求項１から７のいずれか１項に記載の核酸分子であって、
　前記連続したヌクレオチドの第二のストレッチは、
(i)　　ヌクレオチド配列5’　GACCAGUGGUCCAGCUCGUdTdT　3’　(配列番号5)または
(ii)　　ヌクレオチド配列5’　ACCAGUGGUCCAGCUCGdTdT　3’　(配列番号11)
を含む、
核酸分子。
【請求項９】
　請求項１から８のいずれか１項に記載の核酸分子であって、
　前記連続したヌクレオチドの第一のストレッチを形成する１つまたは複数のヌクレオチ
ドが修飾されている、および／または
　前記連続したヌクレオチドの第二のストレッチを形成する１つまたは複数のヌクレオチ
ドが修飾されている、
核酸分子。
【請求項１０】
　請求項９に記載の核酸分子であって、
　前記１つまたは複数のヌクレオチドの修飾が、前記１つまたは複数のヌクレオチドの糖
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部分の修飾および／または前記１つまたは複数のヌクレオチドのリン酸部分の修飾である
、
核酸分子。
【請求項１１】
　請求項１０に記載の核酸分子であって、
　前記糖部分の修飾が、２’Ｏ－メチルおよび２’－Ｆを含む群から選択される、
核酸分子。
【請求項１２】
　請求項１０または１１に記載の核酸分子であって、
　前記リン酸部分の修飾が、ホスホロチオエート結合が２個のヌクレオチドの間で形成さ
れるものである、
核酸分子。
【請求項１３】
　疾患の治療および／もしくは予防のためのまたは癌細胞の薬物感受性を回復させるため
の医薬の製造のための、請求項１から１２のいずれか１項に記載の核酸分子の使用。
【請求項１４】
　不連続相および連続的な水相、ならびに請求項１から１２のいずれか１項に記載の核酸
分子を含むナノエマルション。
【請求項１５】
　疾患の治療および／もしくは予防のためのまたは癌細胞の薬物感受性を回復させるため
の医薬の製造のための、請求項１４に記載のナノエマルションの使用。
【請求項１６】
　請求項１から１２のいずれか１項に記載の核酸分子、および／または請求項１４に記載
のナノエマルション、および薬学的に許容できる賦形剤を含む医薬組成物。
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